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農
業
災
害
補
償
制
度
７０
周
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

【
大
崎
市
鹿
島
台
】
「
農
業

は
昔
か
ら
身
近
な
存
在
。
こ
の

道
を
目
指
す
の
は
、
自
然
な
こ

と
だ
っ
た
」
と
話
す
、
大
崎
市

鹿
島
台
の
矢
走
尚
哉
さ
ん（
２１
）

や
は
し
り

は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
家
族
の
営

農
の
姿
を
見
て
育
っ
た
。

加
美
農
業
高
校
を
卒
業
後
、

県
農
業
大
学
校
水
田
経
営
学
部

で
学
び
、昨
年
、実
家
で
就
農
。

水
稲
２０
㌶
、
飼
料
用
米
４
・
５

㌶
、
大
豆
１４
㌶
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
１８
㌃
と
葉
ネ
ギ
２
㌃
を
栽
培

す
る
。

大
学
校
で
は
、
水
稲
の
直
播

技
術
を
研
究
し
た
。
育
苗
の
手

間
と
施
設
が
不
要
な
た
め
、
省

力
化
・
低
コ
ス
ト
で
規
模
拡
大

に
も
対
応
し
や
す
い
。

矢
走
さ
ん
は
「
就
農
前
、
実

家
で
も
直
播
を
取
り
入
れ
て
い

た
。
水
田
の
均
平
化
や
水
の
管

理
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
た
い
」
と
話

す
。天

候
で
変
動
す
る
作
業
効
率

や
、
作
物
の
品
質
と
収
量
の
増

濃
さ
と
、
香
り
の
強
い
イ
チ
ゴ

作
り
を
追
求
す
る
。
畝
は
４０
㌢

ほ
ど
に
高
く
し
て
定
植
。
有
機

Ｊ
Ａ
Ｓ
使
用
可
能
農
薬
を
で
き

る
限
り
用
い
、
環
境
と
安
全
に

配
慮
す
る
。

「
土
耕
は
、
腰
を
か
が
め
な

が
ら
作
業
を
行
う
の
が
大
変
な

と
こ
ろ
。
防
虫
対
策
も
一
苦
労

だ
が
、試
食
し
た
お
客
さ
ん
が
、

味
の
濃
さ
や
甘
い
香
り
の
強
さ

に
驚
き
、
『
お
い
し
い
』
と
言

っ
て
も
ら
え
る
と
や
り
が
い
を

感
じ
る
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
さ

ち
の
か
は
、
他
の
イ
チ
ゴ
品
種

と
比
べ
、
う
ど
ん
こ
病
な
ど
の

病
気
に
弱
く
注
意
が
必
要
な
ほ

か
、頻
繁
に
脇
芽
を
摘
む
な
ど
、

多
く
の
手
間
が
か
か
る
と
い

う
。「

高
品
質
な
さ
ち
の
か
を
追

求
し
て
、
年
間
１０
㌃
当
た
り
４

㌧
の
収
量
を
目
指
し
た
い
」
と

抱
負
を
話
す
佐
々
木
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
土
耕
栽
培
に
ま
い

進
す
る
。

（
櫻
井
）

若
柳
の
高
橋
敦
司
さ
ん（
４２
）。

県
農
業
短
期
大
学
（
現
・
宮
城

大
学
食
産
業
学
部
）
園
芸
科
で

花
卉
を
専
攻
し
、
卒
業
後
は
市

か

き
内
の
農
業
法
人
で
２
年
間
研

修
。１
９
９
９（
平
成
１１
）年
、

実
家
で
就
農
し
た
。

「
米
農
家
の
両
親
と
別
の
栽

培
品
目
に
挑
戦
し
た
か
っ
た
。

高
校
生
の
と
き
、
家
庭
園
芸
を

始
め
た
こ
と
か
ら
植
物
に
興
味

が
わ
い
た
」
と
き
っ
か
け
を
話

す
高
橋
さ
ん
。「
就
農
直
後
は
、

栽
培
技
術
が
未
熟
で
、
出
荷
に

至
ら
な
い
こ
と
や
、
労
働
力
が

足
り
ず
、
収
穫
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
。
販
路
の
確

保
と
、
価
格
が
安
定
す
る
ま
で

１０
年
か
か
っ
た
」
と
就
農
当
初

の
苦
労
を
振
り
返
る
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
観
察

を
徹
底
し
、
灌
水
・
施
肥
の
適

か
ん
す
い

期
を
逃
さ
な
い
こ
と
と
い
い
、

保
温
に
ト
ン
ネ
ル
栽
培
を
行

い
、
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
る
。

情
報
収
集
も
欠
か
さ
な
い
。

Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
の
花

苗
部
会
長
を
務

め
、
仲
間
と
販
売

先
の
開
拓
や
省
力

・
低
コ
ス
ト
の
技

術
を
共
有
。
２７
人

で
構
成
す
る
県
鉢

物
生
産
組
合
に
も

加
入
し
、
年
５
回

の
研
修
で
、
県
内

花
卉
農
家
ら
と
の

意
見
交
換
を
経
営

に
生
か
す
。

高
橋
さ
ん
は

「
品
質
向
上
を
目

指
し
、
日
持
ち
す

る
花
苗
を
提
供
し

た
い
。
ま
た
、
収
入
の
安
定
の

た
め
、
受
注
生
産
に
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
す
。

（
及
川
愛
）

【
仙
台
市
】
仙
台
市
若
林
区

の
佐
々
木
綾
子
さ
ん（
３２
）は
、

ハ
ウ
ス
１３
㌃
で
イ
チ
ゴ
品
種

「
さ
ち
の
か
」
を
栽
培
す
る
。

２
０
０
６
（
平

成
１８
）
年
か
ら
Ｊ

Ａ
加
美
よ
つ
ば
で

営
農
指
導
員
を
６

年
間
務
め
た
。
農

家
と
接
す
る
な
か

で
、
自
ら
も
農
業

に
取
り
組
み
た
い

と
、
そ
の
後
、
山

元
町
の
法
人
で
３

年
間
イ
チ
ゴ
栽
培

を
学
び
、
昨
年
、

名
取
市
で
営
農
を

開
始
し
た
。

農
業
と
子
育
て

を
両
立
さ
せ
る
佐

々
木
さ
ん
。
施
設

園
芸
は
女
性
労
働

者
を
受
け
入
れ
や
す
い
た
め
、

施
設
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
を
選

択
し
た
。

土
耕
栽
培
を
採
用
し
、
味
の

【
栗
原
市
】
パ
ン
ジ
ー
、
ビ

オ
ラ
、マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
、

５０
品
種
５０

３０
万
ポ
ッ
ト
の
花
壇
用

苗
を
２５
㌃
で
生
産
す
る
栗
原
市

「
地
域
農
業
に
貢
献
し
た
い
」
と
矢
走
さ
ん
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「
子
供
に
も
自
信
を
持
っ
て
食
べ
て
も
ら
え
る
。
安
全
で
高

品
質
な
イ
チ
ゴ
を
作
り
続
け
た
い
」
と
佐
々
木
さ
ん

高
橋
敦
司
さ
ん

栗
原
市

佐
々
木
綾
子
さ
ん

仙
台
市

ParPartt２２

地域の活地域の活力力
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待待待待待待待待待待
にににににににににに
応応応応応応応応応応
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たたたたたたたたたた

期
待
に
応
え
た
いいいいいいいいいいい

減
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、

農
業
の
難
し
さ
を
実
感
す
る
と

い
う
。

今
後
は
、
祖
父
か
ら
指
導
を

受
け
て
い
る
機
械
作
業
を
メ
イ

ン
で
担
っ
て
い
く
予
定
。
無
人

ヘ
リ
や
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人

航
空
機
）
の
操
作
資
格
取
得
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

矢
走
尚
哉
さ
ん

大
崎
市
鹿
島
台

鹿
島
台
地
域
農
作
物
防
除
対

策
協
議
会
へ
の
参
画
や
、
作
業

を
通
し
て
地
域
の
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
農
業
を
学
ぶ
。

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
家
族
、
地
域
の

人
た
ち
か
ら
の
期
待
を
感
じ

る
。
『
あ
ま
り
無
理
は
し
な
い

よ
う
に
』
と
温
か
い
声
掛
け
が

あ
り
が
た
い
」
と
担
い
手
と
し

て
、
貢
献
し
よ
う
と
努
力
す
る

矢
走
さ
ん
だ
。

（
大
友
）

【
名
取
市
】「
先
輩
た
ち
は
、

農
業
の
知
識
や
地
域
の
こ
と
を

一
か
ら
教
え
て
く
れ
る
。
農
業

経
験
が
な
い
自
分
で
も
、
こ
の

環
境
だ
か
ら
こ
そ
続
け
ら
れ

る
」
と
話
す
、
名
取
市
下
余
田

の
渡
邊
翔
さ
ん（
２８
）。
岩
手
県

し
ょ
う

出
身
で
、昨
年
、妻
の
実
家
に
、

後
継
者
と
し
て
就
農
し
た
。

セ
リ
２５
㌃
、
水
稲
１
㌶
、
長

ナ
ス
１０
㌃
、エ
ダ
マ
メ

１０

３０
㌃
を
、

義
理
の
祖
父
母
と
３
人
で
栽
培

す
る
。

異
業
種
か
ら
就
農
し
た
渡
邊

さ
ん
。
農
業
の
魅
力
は
、
努
力

の
成
果
が
作
物
に
表
れ
る
こ
と

だ
と
い
い
、
手
応
え
を
感
じ
て

い
る
。
ま
た
作
業
の
進
捗
を
見

し
ん
ち
ょ
く

て
、
時
間
を
自
由
に
確
保
で
き

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
、
３
人

の
子
供
た
ち
と
過
ご
す
時
間
を

大
切
に
す
る
。

セ
リ
は
露
地
栽
培
と
施
設
栽

培
、
両
方
手
掛
け
て
い
る
。
昨

年
、
露
地
で
は
低
気
圧
に
よ
る

強
風
の
影
響
で
セ
リ
の
一
部
が

傷
ん
で
し
ま
っ
た
。
施
設
の
収

穫
は
土
が
固
く
、
指
を
痛
め
る

ほ
ど
難
し
か
っ
た
。

寒
冷
と
防
風
対
策
に
は
、
ネ

ッ
ト
や
保
温
シ
ー
ト
の
活
用
、

さ
ら
に
土
作
り
を
義
理
の
祖
父

母
や
先
輩
農
家
か
ら
教
わ
り
、

勉
強
中
だ
。
圃
場
に
毎
日
足
を

運
び
、
変
化
を
観
察
す
る
。

渡
邊
さ
ん
は
、
農
家
を
「
職

人
肌
の
頑
固
者
」
と
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
た
が
、
「
同
世
代
の
農

家
が
多
か
っ
た
こ
と
も
幸
い
だ

っ
た
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
、
農
業
に
つ
い
て
語
り
合
え

る
先
輩
た
ち
が
い
て
心
強
い
」

と
話
す
。「
出
身
は
違
っ
て
も
、

こ
れ
か
ら
は
下
余
田
地
域
の
農

業
を
守
っ
て
、
次
の
世
代
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

胸
に
す
る
。

（
高
橋
康
）

渡
邊
翔
さ
ん

名
取
市

先先先先先先先先先先
輩輩輩輩輩輩輩輩輩輩
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受受受受受受受受受受
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先
輩
か
ら
受
け
継
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ

「
周
り
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

日
々
の
作
業
、
一
つ
一
つ
が
勉

強
に
な
る
」
と
渡
邊
さ
ん
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「
就
農
当
初
の
苦
労
が
、
現
在
の
栽
培
に

生
か
さ
れ
て
い
る
」
と
高
橋
さ
ん

ふるさとの原風景の維持や耕作放棄地の解消のためには、担い手の確保
が重要な課題となっている。２月２週号に続き、ふるさとで活動する担い
手にスポットを当て、農業への思いや決意、展望を聞く。


